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第11章 児童・生徒と保護者の様子

小学校教員に数年前と比べて、児童がどう変

わってきているのかをたずねた（図11-1-1）。

ここでは、経年での変化が大きかった項目を中

心に取り上げる。

1）授業中に立ち歩く児童の増加

｢授業中に立ち歩いたり教室外に出たりする児

童」が「増えた」と回答した割合は、02年調査

で37.4％から07年調査で48.4％と10ポイント以

上増加した。

図表は省略するが、学年別にみると07年調査

で「増えた」の割合は、小1生54.8％、小2生

54.1％、小3生56.3％、小4生52.1％、小5生

37.7％、小6生38.4％であった。とくに小1～小

4生において5割と高いことに注目したい。いわ

ゆる「小1プロブレム」と呼ばれる現象が小2生

以上にも見受けられることを示唆している。

2）リーダーシップ、やる気のある児童の減少

｢リーダーシップのとれる児童」「やる気や自

信を持っている児童」の2項目で、「減った」と

回答した割合が02年調査に比べて5ポイント以

上増加し、98年調査の数値に近づいている。「リ

ーダーシップのとれる児童」では、「減った」と

いう回答が98年調査の77.0％から02年調査では

64.9％と減少したが、その後増加に転じて07年

調査では72.9％となった。一方「やる気や自信

を持っている児童」では、98年調査の40.8％か

ら02年調査で29.2％に減った後、07年調査で

35.0％となっている。

3）児童における学力格差の進行

｢児童集団の学力水準」では、「低くなった」

と回答した割合が、少し増加したものの（02年

調査36.6％→07年調査40.4％）、総じて大きな変

化はみられない。しかし、「児童間の学力格差」

では、「大きくなった」と回答した割合が02年調

査（50.9％）から10ポイント以上増加して07年

調査では64.5％となった。これは98年調査の

62.3％をも上回る数値である。

こうした学力格差に対する認識の変化は、学

力水準に対するその変化が小さいことを考える

と、児童間での学力のちらばりが大きくなった

可能性があるといえよう。すなわち、勉強がで

きる子とできない子の学力差が広がりつつある、

と小学校教員の目には映っているようだ。

児童の変化では、「授業中に立ち歩いたり教室外に出たりする児童」が増加したという

認識が強まり、「リーダーシップのとれる児童」「やる気や自信を持っている児童」は減

少したという認識が強くなっている。一方、「児童間の学力格差」は拡大したと感じる

比率が高まった。 【Q14（教員）】

児童・生徒の変化第1節

◇児童の変化
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98年調査 
（n＝1,033） 0.6

図11-1-1　児童の変化（小学校教員／経年比較） 

協調性のある児童 

（％） 

28.4

02年調査 
（n＝3,468） 1.137.6

07年調査 
（n＝1,872） 2.735.4

3.1

3.3

2.2

68.0

増えた 変わらない 減った 無答不明 

57.9

59.6

98年調査 0.5

リーダーシップのとれる児童 

（％） 

02年調査 1.031.3

07年調査 2.5

1.6

2.8

1.1

77.0

64.9

72.9

20.9

23.6

98年調査 0.4

落ち着きのある児童 （％） 

27.7

02年調査 1.032.9

07年調査 2.631.5

2.1

2.1

1.7

69.8

64.0

64.3

98年調査 0.6

自己表現力の高い児童 （％） 

38.8

02年調査 1.245.0

07年調査 2.944.4

15.3

15.4

12.1

45.3

38.4

40.7

98年調査 0.5

自己中心的な児童 （％） 

84.2

02年調査 0.976.4

07年調査 2.577.6

4.0

3.8

3.5

11.3

18.9

16.4

98年調査 0.6

やる気や自信を持っている児童 （％） 

53.7

02年調査 1.162.7

07年調査 2.657.9

4.9

7.1

4.6

40.8

29.2

35.0

98年調査 0.4

粘り強い思考力のある児童 （％） 

24.6

02年調査 1.037.8

07年調査 2.735.8

1.6

2.4

1.4

73.4

58.7

60.1

98年調査 0.51.6

学校や教師に対して冷めたところのある児童 （％） 

62.0

02年調査 1.14.641.8

07年調査 2.64.244.9

35.9

52.5

48.3

授業に物足りなさを感じる児童 （％） 

02年調査 1.34.581.2

07年調査 3.06.277.5

13.1

13.3

家庭学習の習慣が身についている児童 （％） 

02年調査 1.157.8

07年調査 2.651.4

8.3

10.0

32.8

36.0

授業中に立ち歩いたり教室外に出たりする児童 （％） 

02年調査 1.39.337.4

07年調査 2.86.348.4

52.1

42.5

受け身的な児童 （％） 

02年調査 1.055.3

07年調査 2.7

2.8

2.752.0

40.9

42.5

98年調査 0.4

児童集団の学力水準 

（％） 

55.2

02年調査 1.656.7

07年調査 2.850.9

9.5

5.1

5.9

34.9

36.6

40.4

98年調査 0.5

児童間の学力格差 

（％） 

62.3

02年調査 1.650.9

07年調査 2.6

2.9

2.9

1.264.5

34.3

44.6

31.6

増えた 変わらない 減った 無答不明 

高まった 変わらない 低くなった 
無答不明 

大きくなった 変わらない 小さくなった 
無答不明 

注）「授業に物足りなさを感じる児童」「家庭学習の習慣が身についている児童」「授業中に立ち歩いたり教室外に出たりする児童」 
　　「受け身的な児童」は、98年調査ではたずねていない。 
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第11章 児童・生徒と保護者の様子

中学校教員に対して、数年前と比べて、生徒

がどう変わってきているのかをたずねた（図11-

1-2）。ここでは、経年の変化が大きかった項目

を中心に取り上げる。

1）やる気のある生徒の減少

｢やる気や自信を持っている生徒」では、「減

った」の回答が増加している。02年調査の36.1％

から07年調査では43.0％へと5ポイント以上増

えている。一方で、「リーダーシップのとれる生

徒」では小学校教員のような大きな変化はみら

れない。

2）生徒間の学力格差が進行し、とりわけ数学

で拡大の認識が増加

｢生徒間の学力格差」の項目では、「大きくな

った」と回答した割合は、02年調査の58.8％か

ら07年調査では68.7％と、10ポイント程度増加

し、約7割の教員が学力格差の拡大を認識して

いる。一方、「生徒集団の学力水準」では、02年

調査、07年調査ともにほとんど変化はみられず、

「低くなった」の回答がいずれも5割強と多い。

学力水準への認識があまり変わらないのに対

して、生徒の間で学力格差が拡大したという認

識が広がっており、こうした傾向は小学校教員

と共通している。

次に、図表は省略するが担当教科別に学力格

差の変化をみていく。「生徒間の学力格差」が

「大きくなった」と答えた比率の伸び方（02年調

査→07年調査）を担当教科別に示し、伸び方の

大きかったものから順に並べると次のとおりに

なる。数学（58.7％→72.8％）、社会（56.6％→

69.1％）、理科（55.7％→67.3％）の3教科にお

いて10ポイント以上増加している。なかでも数

学は5年間で14.1ポイントの大幅増となった。一

方、国語（58.3％→66.7％）、外国語（62.9％→

66.7％）の増加は他の3教科に比べて小さい伸び

にとどまった。

この教科別の伸び方の差からわかるのは、外

国語の教員は以前から学力の差を認識していた

のに対して、数学では近年になって意識しはじ

めた教員が増えたことである。

世間の子どもたちの学力格差への不安は、教

員の認識にも表れており、そうした認識をもつ

教員が増えていることが確認できた。

生徒の変化では、「やる気や自信を持っている生徒」で「減った」の比率が高まっ

ている。他方で「生徒集団の学力水準」はあまり変化していないものの、約7割の

教員が「生徒間の学力格差」の拡大を認識している。 【Q14（教員）】

◇生徒の変化
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図11-1-2　生徒の変化（中学校教員／経年比較） 

協調性のある生徒 

（％） 

02年調査 
（n＝2,891） 

1.039.4

07年調査 
（n＝2,109） 

2.737.5

5.1

3.9

増えた 変わらない 減った 無答不明 

54.4

55.9

リーダーシップのとれる生徒 

（％） 

02年調査 0.726.3

07年調査 2.1

3.3

1.6

69.8

73.223.1

落ち着きのある生徒 
（％） 

02年調査 0.744.4

07年調査 2.441.1

3.5

4.6

51.5

51.8

自己表現力の高い生徒 
（％） 

02年調査 0.842.9

07年調査 2.439.0

14.7

12.5

41.6

46.1

自己中心的な生徒 
（％） 

02年調査 0.777.7

07年調査 2.275.2

2.7

3.1

19.0

19.5

やる気や自信を持っている生徒 
（％） 

02年調査 0.758.3

07年調査 2.450.7

4.9

3.9

36.1

43.0

粘り強い思考力のある生徒 
（％） 

02年調査 0.735.0

07年調査 2.432.2

1.4

1.5

62.8

63.9

学校や教師に対して冷めたところのある生徒 
（％） 

02年調査 0.83.746.0

07年調査 2.34.744.4

49.6

48.6

授業に物足りなさを感じる生徒 
（％） 

02年調査 0.98.274.2

07年調査 2.510.372.4

16.7

14.8

家庭学習の習慣が身についている生徒 
（％） 

02年調査 0.736.2

07年調査 2.137.3

3.2

5.3

60.0

55.3

授業中に立ち歩いたり教室外に出たりする生徒 
（％） 

02年調査 0.917.327.6

07年調査 2.219.229.5

54.2

49.1

受け身的な生徒 
（％） 

02年調査 0.658.8

07年調査 2.4

2.4

2.353.7

38.2

41.6

生徒集団の学力水準 

（％） 

02年調査 1.140.8

07年調査 2.440.8

2.8

3.8

55.3

52.9

生徒間の学力格差 

（％） 

02年調査 1.158.8

07年調査 2.2

1.4

0.9

68.7

38.7

28.2

増えた 変わらない 減った 無答不明 

高まった 変わらない 低くなった 無答不明 大きくなった 変わらない 小さくなった 無答不明 
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第11章 児童・生徒と保護者の様子

保護者の様子第2節

数年前と比べて、最近「学校にクレームを言う保護者」が「増えた」と回答して

いる小・中学校の教員が8割弱いる。また「学校に協力的な保護者」は、「変わ

らない」と回答している小・中学校の教員が5～6割いる一方、「減った」も3割

を占めている。担任をしている学級の保護者の様子では、「授業参観への出席率

が高い」が小学校では8割弱だが、中学校になると、5割弱である。一方、「PTA

の役員を決めるのが難しい」が小学校の5割弱から、中学校では6割になる。

【Q15-A、B（教員）】

1）小・中学校とも約8割の教員が「学校にク

レームを言う保護者」が「増えた」と回答

近年、モンスターペアレンツが増えていると

よくいわれるが、実際、小・中学校の教員はど

のように感じているのだろうか。数年前と比べ

た最近の保護者の様子の変化について、5項目

をたずねた。図11-2-1は小学校教員の結果を

まとめたグラフである。「学校にクレームを言う

保護者」「自分の子どものことしか考えない保護

者」「子どもに無関心な保護者」の3項目は「増

えた」と回答した小学校教員が6～8割弱に達し

ている。一方「教師の指導を信頼している保護

者」「学校に協力的な保護者」の2項目は「変わ

らない」との回答が5割前後ではあるが、「減っ

た」と回答した小学校教員も3～4割いる。

さらに、「学校に協力的な保護者」と「学校に

クレームを言う保護者」の2項目を取り上げ、教

職経験年数別にみたものが図11-2-2と図11-

2-3である。「学校に協力的な保護者」では、「減

った」との回答割合は「5年目以下」が3割弱に

対して、「31年目以上」になると、5割に増加し

ている（図11-2-2）。教職経験年数が長い小学

校教員ほど学校に協力的な保護者が少なくなっ

ていると感じているようである。図11-2-3に

示した「学校にクレームを言う保護者」では、

教職経験年数が長くなるにつれ、「増えた」と回

答した小学校教員の割合が増加している（「5年

目以下」68.7%、「31年目以上」84.3%）。

中学校教員についてみてみよう。図11-2-4

は保護者の様子の変化に関する中学校教員の全

体値を示している。図11-2-5と図11-2-6は

小学校教員と同様に、5項目のうち、「学校に協

力的な保護者」と「学校にクレームを言う保護

者」を取り上げ結果をまとめたグラフである。

これをみるとわかるように、傾向は小学校教員

とほぼ同様であった。

ところで、これらの項目では「増えた」「変わ

らない」「減った」という3つの選択肢を設定し

てたずねている。しかし、この設問は教員の認

識をたずねたものであり、「学校にクレームを言

う保護者」が「増えた」と答えている小・中学

校の教員が8割弱であるとしても、そのことは

「学校にクレームを言う保護者」が8割弱いると

いうことは意味していない。この点には留意が

必要である。この質問項目と関連して、保護者

への対応に教員がどれくらい悩んでいるのかに

166
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図11-2-1　保護者の様子の変化（小学校教員）（n＝1,872） 

学校にクレームを言う保護者 

自分の子どものことしか考えない保護者 

子どもに無関心な保護者 

学校に協力的な保護者 

教師の指導を信頼している保護者 

0.41.0

1.918.778.4

1.820.976.9

増えた 変わらない 減った 

無答不明 

0.4

2.4

2.035.460.3

1.936.453.87.9

2.8

2.046.149.0

図11-2-2　学校に協力的な保護者（小学校教員／教職経験年数別） 

5年目以下 
（n＝249） 

6～10年目 
（n＝161） 

11～20年目 
（n＝491） 

21～30年目 
（n＝738） 

31年目以上 
（n＝210） 

4.428.155.412.0

0.629.262.77.5

1.432.857.87.9

1.439.652.66.5

1.951.038.19.0

図11-2-3　学校にクレームを言う保護者（小学校教員／教職経験年数別） 

5年目以下 
（n＝249） 

6～10年目 
（n＝161） 

11～20年目 
（n＝491） 

21～30年目 
（n＝738） 

31年目以上 
（n＝210） 

1.2

4.426.568.7

0.625.572.7

1.8

1.218.778.2

1.416.481.6

1.0

2.412.484.3

0.7

増えた 変わらない 減った 
無答不明 

増えた 変わらない 減った 

無答不明 

（％） 

（％） 

（％） 
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ついては、9章2節「教員の悩み」の図9-2-1

（p.127）にみたように「保護者や地域住民への

対応が負担である」は、小・中学校の教員の悩

みでは上位に入っていない。しかし、多くの小・

中学校の教員がモンスターペアレンツが増えて

いると感じているのは確かである。

2）担任している学級の保護者は学校に協力的

と認識している

担任をしている学級の保護者の様子について

も5項目をたずねた。小・中学校の教員につい

ての結果をあわせてみていきたい（図11-2-7）。

「授業参観への出席率が高い」は、小学校では8

割弱に対して、中学校では5割弱にとどまって

いる（「とてもあてはまる」+「まああてはまる」

の％、以下同）。「教育熱心な保護者が多い」と

の回答割合は小学校と中学校で、ほとんど同じ

である。「保護者同士のつながりが強い」は、小

学校では5割だが、中学校では4割である。一方

「PTAの役員を決めるのが難しい」は、小学校

教員（47.7%）より中学校教員（63.9%）のほう

が回答した比率が高い。「保護者が講師やアシス

タントとして授業にかかわっている」は他の項

目と比べて、小・中学校とも回答比率がとても

低い。小学校教員では19.5%だが、中学校教員

はわずか5.0%である。小・中学校の教員とも担

任をしている学級の保護者は教育熱心で学校に

協力的であると感じているといえる。

第11章 児童・生徒と保護者の様子

1.1

図11-2-4　保護者の様子の変化（中学校教員）（n＝2,109） 

学校にクレームを言う保護者 

自分の子どものことしか考えない保護者 

子どもに無関心な保護者 

学校に協力的な保護者 

教師の指導を信頼している保護者 

0.8

1.519.478.0

1.426.371.5

2.8

1.638.856.9

1.430.861.06.8

2.4

1.549.047.1

増えた 変わらない 減った 

無答不明 

（％） 

図11-2-5　学校に協力的な保護者（中学校教員／教職経験年数別） 

5年目以下 
（n＝336） 

6～10年目 
（n＝238） 

11～20年目 
（n＝610） 

21～30年目 
（n＝800） 

31年目以上 
（n＝113） 

3.063.7 25.38.0

0.823.114.7 61.3

5.7

1.129.563.6

5.5

1.034.858.8

1.8

1.842.554.0

変わらない 減った 
無答不明 

増えた 
（％） 
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図11-2-7　担任をしている学級の保護者の様子（小・中学校教員） 

図11-2-8　担任している学級の保護者の様子（小学校教員／学年段階別） 

中学校教員（n＝2,109） 
小学校教員（n＝1,872） 

小学中学年（n＝537） 
小学高学年（n＝644） 

小学低学年（n＝595） 

授業参観への出席率が高い 

授業参観への出席率が高い 

PTAの役員を決めるのが難しい 

保護者が講師やアシスタントとして 
授業にかかわっている 

PTAの役員を決めるのが難しい 

保護者同士のつながりが強い 

教育熱心な保護者が多い 

注1）数値は「とてもあてはまる」+「まああてはまる」の％。 
注2）中学校教員は、担任（副担任）をしていない場合には、もっとも多く授業を担当している学級について回答してもらっている。 

注1）数値は「とてもあてはまる」+「まああてはまる」の％。 
注2）5項目のうち、2項目を抜粋。 

49.9
78.1

71.2
70.5

44.3
53.0

63.9
47.7

5.0
19.5

77.1
69.2

88.2

46.8
55.9

42.1

図11-2-6　学校にクレームを言う保護者（中学校教員／教職経験年数別） 

5年目以下 
（n＝336） 

6～10年目 
（n＝238） 

11～20年目 
（n＝610） 

21～30年目 
（n＝800） 

31年目以上 
（n＝113） 

1.3

3.371.4 24.4

0.874.4 23.5

1.0

1.119.778.2

1.016.981.0

1.8

1.815.081.4

1.1

増えた 変わらない 

0.9

減った 

無答不明 

（％） 

ここで、「授業参観への出席率が高い」「PTA

の役員を決めるのが難しい」の2項目を取り上

げ、小学校の学年段階別での違いを確認したい

（図11-2-8）。「授業参観への出席率が高い」は

低学年では、9割弱だったが、高学年になると、

7割弱に減少した。一方「PTAの役員を決める

のが難しい」は低学年では4割だったが、高学

年では5割に増加した。このような傾向は中学

校になると、さらに進行し、図11-2-7での中

学校の数値になっていくものと考えられる。
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